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水道凍結の恐れがある地域

水道凍結の恐れがある地域の範囲がどのくらいなの
か、地図を作成しました。 ～ 年で一度でも氷点
下になったことのある地域を、青系統の色で示してい
ます。

この地図を見ると、沖縄県以外ならどの地域でも、
水道凍結の可能性があることがわかります。

地図作成方法

・気象庁公表の気象測定地点のデータ（ の ～ 月のみ）を入手

・都府県別（北海道は各振興局別）に分類

・分類した中で最も低い値を、その地域別の最低気温とする

・最低気温に応じた色で日本地図を塗り分ける

・気象庁 過去の気象データ：
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３．凍結の恐ろしさとは？

～氷になると配管が破裂する！～

水と氷

・水の融点： ℃   気圧
・水の密度：約
・氷の密度：約

氷が水に浮くのは、

氷の方が密度が

小さいからです。

凍結による破損

・氷の密度が水に比べて小さいということは、水が凍結

して氷になると、体積が増加するということです。

・水は ℃以下で凍結し、約 の体積膨張が生じます。

⇒ 配管内など密閉された所では、体積膨張のため、圧力が

非常に高くなります。

⇒ そのため水道が凍結すると、水道管や給水器具が破損し

ます。
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事例１ 水道メーターの破損

事例２ ボール止水栓の破損

亀裂

◇水道メーター内の水が凍結して体積膨張し破損◇

◇止水栓内の水が凍結、体積膨張し、胴体が破損◇

ガラスが放射状に割れ
水道メーター内部も損傷

水道メーター下ケースの
底面が膨らみ、亀裂

ボール止水栓の胴が
膨らみ、亀裂
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② 配管を断熱された建物内に施工する

建物内（ ℃を超える環境）に施工することにより、凍結

を防止できます。

断熱された
建物内に施工
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．水抜き装置類

• 水抜き装置を閉めて、水栓金具（蛇口）を開ける
ことにより立上り管内の水が排水部より排出され
ます。この排水は凍結深度より深いところで行わ
れます。

• 凍結深度より浅いところでは、立上り管を含む地
上配管内部の水が無くなる（水が抜けた）状態と
なることで、凍結を防止することができます。

水抜き装置の仕組み

水抜き装置（不凍栓・ドレンバルブ）の原理は“ 方弁”

流入口

排出口

流出口

通水状態

流入口

排出口

流出口

排水状態
（水抜き）
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水抜き装置の種類

• 不凍水抜栓
外とう管と揚水管（立上り管）とが分離され、揚水管及び地上配
管内の水を凍結深度以深の地中で排出する構造を持つ不凍栓。

• 不凍水栓柱
揚水管に水栓金具（蛇口）以外の配管・給水器具を接続する可能
性がなく、主として屋外の散水用途として使用され、揚水管内の
水を凍結深度以深の地中で排出する構造を持つ不凍栓。

• 不凍給水栓
外とう管が揚水管を兼ね、揚水管及び地上配管内の水を凍結深度
以深の地中で排出する構造を持つ不凍栓。

• 不凍バルブ
流出側配管内の水を凍結深度以深の地中で排出する構造を持ち、
屋外に設置する不凍栓。

• 階上用水抜弁（ドレンバルブ）
主としてマンションのパイプシャフトなど凍結しない環境に設置
され、流出側配管内の水を排水ホッパーなどへ排出する構造を持
つ三方弁。

水抜き装置

屋外・地中埋設型
「不凍栓」

ピット設置型

不凍水抜栓

不凍水栓柱

不凍給水栓

不凍バルブ

階上用水抜弁 ドレンバルブ
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水抜き装置の製品

不凍水抜栓

不凍水栓柱
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不凍給水栓

不凍バルブ

階上用水抜弁

（ドレンバルブ）
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水抜き装置の周辺機器

• 凍結事故を防ぐためには、水抜き装置（不凍栓・
ドレンバルブ）と共に寒冷地用給水器具の使用が
不可欠です。

• 配管内に空気を流入させるため。

• 確実・スムーズに水抜きを行うための周辺機器の活用。

• 地中に排出された水を浸透させる器具もございます（ 設置
に関する注意事項をご覧ください）。

① 吸気弁
吸気弁の機能

水抜き操作を行う（配管内が負圧になる）と、配管内に自動的
に空気を吸い込みます。

• 水栓金具（蛇口）を開けなくとも、一定の水抜きが可能で
す。

• 負圧状態が引き起こす水抜き不良にも対応します。

水抜き操作を行った後
に水栓金具（蛇口）を
開けなくとも、自動的
に空気を吸い込み水が
抜けます。

水抜き操作を行った後
に水栓金具（蛇口）を
開けても、水が残って
しまいます。

水抜き操作を行った後
に水栓金具（蛇口）を
開けると、吸気弁の働
きで水が残りません。



－21－

吸気弁の取付位置

• 配管の頂上部付近に取付けてください。

• 天井裏、壁の中など、点検修理のできない場所には取付けな
いでください。

吸気弁の取付姿勢

取付姿勢が限定されている場合があります。取扱説明書の記載
を必ず確認し、その内容に従ってください。

吸気弁作動図（例）

吸気状態
（水抜き時）

給水状態
（通常時）

吸気弁
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② 水栓金具（蛇口）
水栓金具（蛇口）は固定コマもしくは吊りコマを使用してくださ
い。

落しコマの場合は吸気経路が閉じてしまい、水抜きできません。
胴の底部を平坦とし、内部に水の残りにくい形状とした耐寒蛇口
は、水抜きに適しています。

固定コマ・吊りコマ
コマは栓棒とともに上下しま
すので、弁座が開き吸気経路
が確保されます。
図は耐寒蛇口を示しています。
胴部が平坦でさらに勾配を設
けてありますので、内部に水
が残りにくい形状となってい
ます。

落しコマ
栓棒が上がっても、コマは自
重で落下し弁座をふさいでし
まうため、吸気経路は確保さ
れません。
図は一般的な蛇口の形状です。
胴部のふくらみに残った水が
凍り、コマが張り付いてしま
うなどの問題を起こす場合が
あります。

耐寒蛇口の写真
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③ その他周辺機器

寒冷地用減圧弁 寒冷地用混合栓

容易に水が抜けない器具には、下画像の赤囲みで示したような
「水抜き機構」が設けられているものがあります。凍結の恐れの
ある個所へ取り付ける際には、「水抜き機構」を備えるなど、寒
冷地用の給水用具を使用してください。
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不凍水抜栓 屋外設置の場合

水抜き装置の設置例

① 水抜きハンドルを閉める。
② 水栓金具 蛇口 を開ける。
③ 立上り管に空気が入り、水が下に落ちる。
④ 凍結深度以深に設置された排水部から地中に排出される。

水抜き装置（屋内設置の場合）

① 水抜き装置のレバーまたは遠隔ハンドルを水抜き操作する。
② 水栓金具 蛇口 を開ける。
③ 立上り管に空気が入り、水が下に落ちる。
④ 凍結深度以深に設置された排水部から地中に排出される。

⇒ 湯抜き用バルブが施工されている場合は、①のあとに操作してください。

不凍水栓柱

（蛇口）
（蛇口）

立上り管

凍結深度

水栓金具
（蛇口）

吸気弁

水抜栓レバー

配管の水が地中に
排出されます。

排水弁 2次側
1次側

砕石
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① 排水が地中に容易に浸透できる場所
⇒ 排水の浸透は水抜法による凍結防止を考える際、非常に重要な

ポイントとなります。
⇒ 不凍水抜栓は、水道水を凍結深度より浅いところに残さない

ことで凍結防止を実現します。

設置場所の選定

② 冬期間操作しやすく、
修理点検が容易にできる場所

⇒ 床下などに設置の場合は、
メンテナンスが出来るよう、
必ず点検口 ハッチ を設けて
ください。

設置場所と設置方法

ハッチ

③ 地下埋設構造物や地形からの影響を
受けにくい場所
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④ 屋外設置の場合、積雪や落雪に埋もれない場所
⇒ 軒下設置の場合は、凍結の心配のない範囲で屋根のかかる

場所や積雪・落雪の影響がない場所を選定してください。

出窓や屋根の軒下に設置の場合、
点検修理の際に内部機構や構造を
抜き出せるよう、器具上に器具の
長さ以上の空間を設けてください。

⇒

水抜き装置の長さ以上の
空間を取ってください

埋まってしまうと必要な時に
操作が出来ません

出来るだけ近くに
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① 流れ方向に注意してください。
⇒ 器具本体には流れ方向の表示があります。設置の際には必ず

確認してください。

設置に関する注意事項

② 埋設深度に注意してください。
⇒ 水抜き装置本体の流入口、流出口及び排水口は、凍結深度以深

になるよう余裕をもって埋設してください。
凍結深度は地域によって異なりますので、各事業体の給水工事
基準に従い設置してください。

③ 防食テープは排水の妨げとならないよう施工して
ください。
⇒ 排水機構を塞がないよう、また排水がスムーズに行われるよう

ご注意願います。

④ 不凍栓ボックス、不凍栓筐を使用する場合は、
下記にご注意ください。
⇒ メンテナンスを考慮し、余裕を持ったサイズを選定してください。
⇒ ハンドル部まで埋設しないでください。

必要な時に操作できません。
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⑤ スムーズに排水されるよう、現地土質における水の
浸透性を考慮し、必要に応じて対策を施してください。
⇒ 埋め戻しの際、本体部周辺には砂利や玉石を充てんしてください。

浸透マス、ドレンマスなど排水補助機材を用いて地下排水を容易に
させることもできます。

⇒ 土質によっては経時により浸透層が目詰まりし、全く浸透しなく
なる場合があります。粘土質の場合は最初から浸透しませんので、
あらかじめ対策してください。

⇒ 埋設箇所が浸透しにくい土壌のとき、局所的な浸透対策では不十
分な場合があります。このような場合、下記施工例を参考にして
土質の浸透性改善を図ってください。

施工例
■ 埋設層以深に浸透層がある場合、浸透層まで掘り下げた上で砂利

などを充てんします。
■ 浸透する場所が無い場合、付近の浸透しやすい場所に多孔管や

穴あき 管などで導いて排水させます。

浸透マス

凍結深度

凍結深度

多孔管

浸透層

穴明VP管

凍結深度

砂利

凍結深度

浸透マス
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配管について

① 水抜き装置の流末側および凍結深度より上部の配管
は、必ず上り勾配にしてください。
⇒  配管勾配は 以上を確保してください。

② 逆勾配（下り勾配）、鳥居配管は避けてください。
⇒ 管路内に空気溜りが発生するため水抜きが十分に行われず、

管内に水が残り凍結の原因となります。止むを得ず鳥居配

管をする場合は、頂部に吸気弁を設ける等の対策をしてく
ださい。

③ 配管の途中に逆流防止弁がある場合、逆流防止弁
以降の配管については正常な水抜きが期待できま
せん。
⇒ 逆流防止弁一次側については吸気弁の設置などで対応可

能ですが、この場合も二次側配管内には水が残ってしま

います。場所に応じて逆流防止機能付き水抜栓や逆流防
止機構解除機能付き逆流防止弁、吸気弁を設置する等の
対策を施してください。

凍結深度

水抜き装置
ヘッダ

勾配1/100以上
たわみ防止を行う

水抜き金具（蛇口）

水栓ボックス
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①

動作確認方法

②

・水抜き動作の確認

水抜き装置を通水状態とし、水栓金具 蛇口 を全閉とします。
水抜き装置を全閉 水抜きに切り替える し、速やかに水栓金

具 蛇口 を全開にすると同時に、水栓金具 蛇口 の先端にき
れいな水道水の入ったコップをつけ、コップの水が吸い込ま
れると正常です。

或いは、水栓金具 蛇口 に手のひらを当てて簡易的に吸い込
みを確認する方法もあります。

※配管上に吸気弁がある場合や、吸気
機構を持つ不凍水栓柱、不凍給水栓
などではこの吸い込みは発生しませ
ん。このような機種では排水音で動
作確認することができます。

水抜き操作完了後に水栓金具 蛇口 先端より息を吹き込み、
水抜き装置よりゴボゴボと水の音がする場合は、水が抜け切

らず管内に残っている疑いがあります。
時間が十分経過した後にもなお変化が無い様であれば、配管
の勾配や排水の浸透を確認してください。

⇒ これらの操作は器具の設置時やシーズン当初など、動作
確認が必要な際に行うものです。水抜き操作の都度行う

必要はありません。
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水道凍結の恐れがある地域における

給水用具の凍結防止対策
～水抜き装置の設置からメンテナンス方法まで～
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